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徳
川
時
代
中
期
の
衣
紋
道
高
倉
家
の
門
人
の
一
考
察

―
『
御
門
弟
名
籍
』
を
め
ぐ
つ
て

―

中

澤

伸

弘

一
、

　

我
が
国
の
朝
儀
の
装
束
は
平
安
時
代
末
の
頃
に
装
束
の
生
地
に
糊

を
効
か
せ
て
そ
の
地
質
を
固
め
、
威
儀
を
整
へ
て
着
用
す
る
こ
と
が

主
と
な
つ
た
。
こ
れ
を
装
束
の
強
装
束
化
と
言
ふ
。
こ
こ
を
以
て
そ

の
着
用
に
そ
の
専
門
の
技
術
を
有
つ
た
人
が
必
要
と
な
り
、
装
束
を

形
良
く
着
せ
つ
け
る
衣
紋
道
が
興
つ
た
。
以
後
時
代
の
変
遷
の
過
程

で
、
様
々
の
変
化
が
あ
つ
た
や
う
だ
が
、
山
科
、
高
倉
の
両
堂
上
家

が
家
職
と
し
て
そ
の
故
実
を
伝
へ
た
。
元
来
こ
の
衣
紋
の
故
実
は
宮

中
特
有
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
足
利
将
軍
家
以
来
、
武
家
の
服
制
も

束
帯
等
の
公
家
の
装
束
の
着
用
に
及
び
、
徳
川
時
代
に
な
る
と
主
に

山
科
家
は
朝
廷
禁
裡
の
衣
紋
を
仕
切
り
、
ま
た
高
倉
家
は
仙
洞
、
将

軍
家
柳
営
武
家
方
の
衣
紋
を
司
る
慣
は
し
と
な
つ
た
。
殊
に
高
倉
家

は
明
暦
の
頃
に
幕
府
か
ら
衣
紋
方
と
し
て
廩
米
二
百
俵
を
給
さ
れ
、

江
戸
に
邸
宅
を
設
け
、
高
倉
永
慶
が
折
々
東
下
し
て
そ
の
教
授
に
当

た
つ
た
。
両
家
と
も
に
門
人
を
取
り
、
そ
の
技
術
を
伝
授
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
実
際
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
御
門
弟
名
籍
』
は
徳
川
時
代
中
期
以
降
の
高

倉
家
の
衣
紋
道
の
伝
授
に
当
り
、
そ
の
門
弟
の
入
門
の
名
前
を
連
ね

た
も
の
で
、
高
倉
永
雅
の
門
人
で
江
戸
に
こ
の
衣
紋
道
を
弘
め
た
松

岡
辰
方
を
は
じ
め
と
す
る
、
松
岡
家
の
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
門
人

の
名
と
そ
の
入
門
年
月
を
記
す
程
度
の
物
で
あ
り
、
今
ま
で
さ
ま
で

注
目
さ
れ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
が
、
こ
の
時
期
に
如
何
様
に
衣
紋
道
が

伝
授
さ
れ
た
か
の
そ
の
実
際
を
伺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ

の
名
籍
簿
か
ら
幾
つ
か
の
点
を
考
察
す
る
。

二
、

　
『
御
門
弟
名
籍
』
は
三
冊
で
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
写
本
（
請
求
番
号

二
〇
七
の
七
九
五
）。
縦
二
三
、
五
糎
。
三
冊
と
も
に
「
松
岡
文
庫
」

「
帝
室
図
書
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
松
岡
家
か
ら
宮
中
に
献
納
さ
れ
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た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
御
門
弟
名
籍
』
一　

一
二
四
丁

高
倉
永
慶
以
下
、
永
敦
、
永
福
、
永
房
、
永
秀
、
永
範
の
堂
上
方
の

門
人
（
明
暦
元
年
か
ら
文
化
八
年
）、
つ
い
で
同
じ
く
高
倉
五
代
の
武

家
大
名
門
人
の
名
が
あ
が
る
。
次
に
「
地
下
御
門
弟
名
」
と
し
て

「
永
敦
卿
御
門
弟
」
か
ら
宝
暦
七
年
の
永
秀
卿
の
門
人
ま
で
の
名
が

あ
が
る
（
（
（

。

　
『
御
門
弟
名
籍
』
二　

一
〇
一
丁

同
じ
く
地
下
門
人
で
巻
一
に
続
き
「
永
範
卿
御
門
弟
」
と
し
て
宝
暦

九
年
か
ら
寛
政
十
二
年
ま
で
の
名
が
あ
が
る
。

　
『
御
門
弟
名
籍
』
三
（
表
題
に
「
御
門
弟
帳
」
と
あ
る
の
を
「
帳
」
を

見
せ
消
ち
に
し
て
「
名
籍
」
と
改
）
六
八
丁

同
じ
く
地
下
門
人
で
巻
二
に
続
き
、
享
和
元
年
の
永
範
の
門
人
か
ら

始
り
、
永
範
薨
去
後
の
弘
化
四
年
ま
で
の
門
人
の
名
が
あ
る
。

三
冊
と
も
こ
こ
に
書
か
れ
て
ゐ
る
人
物
は
京
、
江
戸
が
混
在
し
て
書

か
れ
て
ゐ
る
。
武
家
と
言
つ
て
も
必
ず
し
も
江
戸
で
の
入
門
と
は
限

ら
な
く
、
京
に
出
京
し
た
折
の
入
門
も
考
へ
ら
れ
よ
う
（
（
（

。
本
来
は
京
、

江
戸
と
別
に
纏
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
そ
れ
を
入
門
日
付

順
に
整
理
し
、
書
き
直
し
た
物
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
ま
た
は
、

年
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
成
つ
た
も
の
を
、
あ
る
時
に
書
写
し
た
も
の

と
も
思
は
れ
る
。
其
れ
は
た
と
へ
ば
こ
の
帳
の
文
政
元
年
の
項
は
四

月
改
元
な
の
に
既
に
二
月
の
入
門
記
事
に
「
文
政
元
年
」
と
記
述
し

て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
や
う
に
改
元
の
年
の
記
述
を
み
れ
ば
そ
の

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
三
冊
と
も
筆
跡
が
区
々
で
あ
り
、
必

ず
し
も
一
人
の
手
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
。
時
代
の
変
遷
と
共
に

時
々
に
纏
め
て
加
筆
さ
れ
て
き
た
も
の
と
も
思
量
さ
れ
る
。

　

そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
「
入
門
月
日
」「
所
属
」「
氏
名
」
を

必
ず
書
き
、
時
に
そ
の
人
物
の
家
系
、
入
門
取
り
扱
ひ
者
の
名
や
習

得
の
衣
紋
の
記
事
が
あ
る
。

　

例
へ
ば
享
和
元
年
の
は
じ
め
は

二
月
八
日　
　
　

一
條
殿
家　
　
　
　

森
沢
刑
部
大
丞

　
　
　
　
　

故
多
膳
倅　

継
目　
　
　

口
入　

市
原
義
兵
衛

同
月
廿
二
日　
　

松
平
下
総
守
内　
　

松
田
多
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
入　

斎
藤
祖
左
衛
門

三
月
十
三
日　

浪
人　

後
西
尾
隠
岐
守
内　

宮
城
甚
兵
衛

と
あ
る
。
一
條
家
の
森
沢
は
京
の
門
人
、
松
平
下
総
守
の
松
田
多
膳

は
江
戸
の
人
で
あ
ら
う
か
ら
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
そ
の
混
在
が
伺

へ
る
。

　

ま
た
三
冊
目
途
中
の
「
文
政
元
年
」
の
項
に
は
「
是
ヨ
リ
江
戸

斗
」
と
書
き
付
け
て
あ
る
や
う
に
、
其
れ
ま
で
混
在
し
て
書
か
れ
て

あ
つ
た
京
の
門
人
の
名
は
以
下
な
く
、
江
戸
在
住
者
ば
か
り
が
記
さ

れ
て
ゐ
る
。



徳川時代中期の衣紋道高倉家の門人の一考察（中澤）239

　

こ
の
『
御
門
弟
名
籍
』
は
江
戸
に
高
倉
衣
紋
道
を
弘
め
た
松
岡
家

の
旧
蔵
と
先
に
書
い
た
が
、
こ
の
辰
方
、
行
義
、
明
義
三
代
の
松
岡

家
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
松
岡
辰
方
は
平
次
郎
、
又
清
助
、
清
左

衛
門
と
称
し
た
。
筑
後
の
久
留
米
藩
士
で
江
戸
に
在
住
し
た
。
学
を

好
み
、
和
学
講
談
所
に
出
仕
し
て
塙
保
己
一
に
学
び
、
公
家
の
故
実

は
堂
上
の
高
倉
永
雅
に
、
ま
た
伊
勢
流
の
武
家
故
実
を
伊
勢
貞
丈
の

孫
に
あ
た
る
貞
春
に
学
ん
だ
。
著
述
に
『
冠
帽
図
会
』、『
織
文
図

会
』
な
ど
が
あ
る
。
辰
方
は
天
保
十
年
に
年
七
十
七
歳
を
以
て
逝
い

た
が
、
高
倉
衣
紋
道
を
江
戸
に
弘
め
た
功
績
は
高
い
。
松
浦
静
山
は

そ
の
『
甲
子
夜
話
』
に
こ
の
事
に
触
れ
、
江
戸
に
高
倉
衣
紋
の
組
が

七
組
あ
る
と
し
て
ゐ
て
、
そ
の
桜
田
組
は
辰
方
が
組
織
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
ふ
。「
方
角
に
て
其
党
を
立
る
に
て
今
は
盛
な
る
こ
と
な

り
、
こ
の
組
と
云
は
七
党
あ
り
、
一
は
丸
之
内
組
、
一
は
下
谷
組
、

一
は
糀
町
組
、
一
は
山
の
手
組
、
一
は
糀
町
新
組
、
一
は
今
忘
る
、

以
上
以
前
よ
り
の
組
な
り
、
桜
田
組
は
其
外
に
し
て
清
助
が
興
立
せ

る
近
来
の
組
な
り
、
こ
れ
に
て
七
党
と
ぞ
」
こ
こ
に
言
ふ
清
助
は
松

岡
辰
方
の
こ
と
で
あ
る
。

　

徳
川
時
代
の
中
期
以
降
は
世
は
泰
平
に
あ
つ
て
、
古
儀
の
再
興
の

時
に
当
り
、
斯
様
な
有
職
故
実
の
研
究
が
記
録
の
他
に
そ
の
実
物
を

用
ゐ
て
実
際
の
考
証
が
な
さ
れ
、
更
に
そ
の
学
を
深
化
さ
せ
た
時
代

で
あ
つ
た
。
辰
方
の
こ
の
方
面
の
研
究
は
さ
ら
に
子
の
行
義
、
孫
の

明
義
に
伝
へ
ら
れ
た
。
行
義
は
次
郎
太
郎
と
称
し
、
高
倉
衣
紋
方
の

会
頭
と
し
て
そ
の
中
心
的
な
活
躍
を
し
た
こ
と
は
こ
の
『
御
門
弟
名

籍
』
か
ら
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
伊
勢
貞
丈
の
文
献
の
み
の
考
証
を
批

判
し
て
遺
品
の
調
査
や
復
元
、
長
ら
く
杜
絶
し
た
犬
追
物
の
再
興
や

中
古
の
甲
冑
の
復
元
に
取
り
組
み
、
そ
の
学
に
寄
与
し
、
幕
末
の
嘉

永
元
年
に
年
五
十
五
を
以
て
逝
い
た
。
主
な
著
述
に
『
武
家
名
目

抄
』、『
後
松
日
記
』
な
ど
が
あ
る
。
孫
の
明
義
は
重
三
郎
と
称
し
、

祖
父
以
来
の
家
学
を
伝
へ
、
有
職
故
実
に
詳
し
く
、
維
新
後
は
神
祇

権
大
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
家
学
に
よ
り
古
事
類
苑
の
編
纂
に
協
力
、

ま
た
皇
典
講
究
所
教
授
と
な
つ
た
。
明
治
二
十
三
年
に
年
六
十
五
を

以
て
逝
い
た
。
こ
の
松
岡
家
の
蔵
書
は
の
ち
に
宮
内
省
に
献
納
さ
れ
、

こ
の
『
御
門
弟
名
籍
』
が
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
存
す
る
の
も
其
れ

が
為
で
あ
る
。

三
、

　

先
に
も
触
れ
た
が
、『
御
門
弟
名
籍
帳
』
の
巻
一
の
冒
頭
に
は
高

倉
永
慶
か
ら
永
範
の
歴
代
の
当
主
が
公
卿
や
諸
大
名
に
衣
紋
を
伝
授

し
た
、
そ
の
門
弟
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
こ
の
巻

一
は
永
範
の
時
代
に
纏
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
人
数
を
一

覧
に
し
た
の
が
「
表
一
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
永
慶
、
永
敦
の

時
代
は
公
武
共
に
十
名
に
満
た
な
い
数
で
あ
る
が
、
徳
川
時
代
中
期
、

天
和
の
時
代
以
降
の
永
福
の
時
か
ら
公
卿
に
は
多
く
の
入
門
者
を
抱

へ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
永
範
の
時
に
は
大
名
に
も
三
十
四
名
の
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入
門
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
公
卿
や
大
名
の
当
主
の
入
門
が
あ
る

以
上
、
そ
の
家
来
、
家
臣
、
諸
大
夫
の
入
門
が
増
加
す
る
の
も
当
然

で
あ
つ
た
。
永
秀
に
そ
の
門
人
が
極
端
に
少
な
い
の
は
、
彼
が
竹
内

式
部
の
宝
暦
事
件
に
連
座
し
て
落
飾
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
入
門
し
た
門
弟
は
実
際
に
ど
の
や
う
な
衣
紋
の
技
術
を

習
得
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
こ
と
は
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
は
記

さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
た
だ
、
永
房
の
享
保
十
一
年
以
降
、
永
秀
の
宝

暦
に
至
る
、
約
二
十
年
間
の
門
弟
名
に
は
、
こ
れ
も
全
て
で
は
な
い

も
の
の
、
そ
の
伝
授
習
得
し
た
と
思
量
さ
れ
る
衣
紋
の
種
類
名
が
氏

名
の
脇
に
加
筆
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
。「
表
二
」
は
そ
れ
が
書

か
れ
て
ゐ
る
巻
二
の
そ
の
二
十
年
間
か
ら
そ
の
衣
紋
伝
授
の
名
を
抽

出
し
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
名
の
み
書
か
れ
て
ゐ
て
そ
の

衣
紋
伝
授
の
名
が
書
か
れ
て
な
い
も
の
も
ゐ
る
の
で
、
そ
の
実
際
は

更
な
る
数
に
な
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
一
端
が
伺
へ
る
で
あ
ら
う
。

享
保
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
は
衣
紋
の
需
要
が
増
え
た
時
代
で
も
あ
つ

た
（
（
（

。

　

こ
れ
に
よ
る
と
高
倉
家
の
衣
紋
伝
授
に
は
朝
廷
の
大
儀
の
折
に
着

用
の
「
礼
服
」、
武
官
の
制
服
で
あ
る
「
闕
腋
」
の
束
帯
の
袍
、
そ

の
束
帯
の
一
具
と
し
て
帯
剣
時
に
太
刀
を
着
け
る
緒
の
「
続
平
緒
」、

こ
こ
で
は
後
世
に
成
立
し
た
、
其
れ
を
簡
略
化
し
た
「
切
平
緒
」
で

は
な
く
、
古
制
の
長
い
ま
ま
の
「
続
平
緒
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
ま
た
そ
の
束
帯
の
武
官
の
付
属
の
威
儀
物
で
あ
る
「
胡
簶
」

が
あ
り
、
ま
た
諸
大
夫
の
略
式
の
着
用
と
し
て
の
「
水
干
」、
神
事

に
用
ゐ
る
「
小
忌
」
が
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
そ
の
数
が

唯
一
多
い
「
雛
頭
」
と
は
、
束
帯
の
下
襲
の
裾
の
先
を
石
帯
の
紐
の

下
に
挟
み
込
み
、
両
手
を
煩
は
せ
ず
に
歩
行
、
乗
馬
を
便
な
ら
し
む

る
も
の
（
仙
石
宗
久
氏
御
教
示
）
で
図
二
の
如
き
形
か
ら
こ
の
名
が
つ

い
た
。
公
武
と
も
に
一
番
多
い
の
は
こ
の
「
雛
頭
」
で
あ
る
。
ま
た

公
武
共
に
次
い
で
多
い
の
は
「
闕
腋
」
の
束
帯
の
袍
で
あ
り
そ
れ
に

伴
ふ
続
平
緒
と
胡
簶
は
一
揃
へ
の
組
で
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

表
一
『
御
門
弟
名
籍
』
巻
一
記
載　

公
卿
・
大
名
等
門
弟
数

当
主

公

武

備
考
（
公
家
入
門
）

高
倉
永
慶
7

4

明
暦
元（
白
川
雅
高
）―
寛
文
四
、五
寛
文
四
、九
薨

永
敦
8

2

寛
文
四
、十
一（
花
山
院
定
誠
）―
延

寶
三（
東
園
）

天
和
元
、十
一
薨

永
福
43

20

天
和
二
、一（
中
山
篤
親
）
―
享
保

十
、一（
梅
園
久
季
）

享
保
十
、四
薨

永
房
33

8

享
保
十
一
、五（
葉
室
頼
胤
）―
寶
暦

二
、一（
堤
栄
長
）

寶
暦
五
、五
薨

永
秀
1

0

寶
暦
五
、十
二
（
滋
野
井
公
麗
）

寶
暦
十
、五
落
飾

永
範
42

34

寶
暦
十
二
、一（
堀
川
康
実
）―
文
化

八
、二（
東
久
世
通
岑
）

文
化
二
、八
薨
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表
二　

高
倉
家
『
御
門
弟
名
籍
』
に
よ
る
教
授
内
容
と
人
数

年
次

公
武別

礼
服

闕
腋
続
平
緒

胡
簶

雛
頭

水
干

小
忌

永
房
卿

享
保
十
一

公武

4

3

4

4

2

享
保
十
五

公武

1

享
保
十
六

公武

4

3

3

5

1

2

享
保
十
七

公武

1

1

1

享
保
十
八

公武

1

享
保
二
十
一

公武

1

1

2

3

元
文
二

公

6

10

2

10

14

3

9

武

10

6

13

9

4

1

元
文
四

公武

1

1

元
文
五

公

1

4

3

武

1

8

5

13

14

5

4

延
亨
元

公武

2

3

3

延
亨
二

公

3

武

6

1

9

16

延
亨
三

公

2

2

武

4

2

4

5

延
亨
四

公

1

1

2

1

武

2

1

3

4

1

寛
延
元

公

1

1

武
（
儒
者
）

1

1

1

1

1

寛
延
二

公

1

6

1

3

武

3

3

7

寛
延
四

公

4

1

5

武

4

2

3

寶
暦
二

公

1

2

武

2

2

2

寶
暦
三

公

3

1

4

6

武

2

1

3

10

寶
暦
五

公武

1

1

3

永
房
卿

寶
暦
五

公

3

3

武

1

2

6

寶
暦
七

公

1

2

武

1

1

1

8

11

1

1
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高
倉
家
が
そ
の
束
帯
の
着
用
に
山
科
家
と
は
又
違
ふ
故
実
を
教
へ
、

更
に
武
家
方
面
に
も
そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
た
の
は
、
こ
の
「
闕
腋
」

の
束
帯
の
袍
の
故
実
を
以
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
た
だ

こ
れ
は
ど
の
や
う
な
場
面
で
着
用
し
た
の
か
が
疑
問
で
あ
る
。
公
卿

で
あ
つ
て
も
朝
儀
で
武
官
代
を
勤
司
す
る
と
き
は
「
闕
腋
」
の
束
帯

の
袍
を
着
用
し
た
が
、
武
家
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら

う
か
。
闕
腋
の
袍
を
着
て
、
胡
簶
を
負
ふ
の
は
当
時
は
将
軍
家
の
警

固
の
「
随
身
」
の
装
束
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
の
為
と
し
て
は
余
り
に

も
数
が
多
い
。
年
賀
な
ど
の
登
城
の
儀
式
、
将
軍
宣
下
な
ど
の
特
別

な
儀
礼
で
も
、
束
帯
や
衣
冠
を
着
用
し
た
の
は
上
級
の
武
家
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
式
服
は
大
紋
や
素
襖
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
先
に
記
し

た
や
う
に
江
戸
の
町
に
衣
紋
の
組
が
存
在
す
る
ほ
ど
何
か
し
ら
の
需

要
が
あ
り
、
そ
れ
が
為
に
こ
の
や
う
に
名
簿
が
出
来
る
ほ
ど
に
入
門

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

四
、

　
「
表
三
」
は
巻
三
の
冒
頭
の
享
和
元
年
か
ら
、
そ
の
記
録
の
終
は

る
、
弘
化
四
年
ま
で
の
約
五
十
年
間
の
公
家
の
諸
大
夫
や
家
臣
、
武

家
方
の
幕
臣
や
大
名
家
の
家
臣
や
臣
下
の
入
門
者
の
人
数
を
纏
め
た

も
の
で
あ
る
。
文
政
元
年
冒
頭
に
は
「
是
ヨ
リ
江
戸
斗
」
と
あ
つ
て

内
蔵
寮
の
官
人
が
一
人
入
門
し
て
ゐ
る
も
の
の
、
以
後
京
方
の
入
門

に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
は
文
政
元
年
以
降
は
後
述
す

る
ご
と
く
松
岡
行
義
の
江
戸
で
の
指
導
の
独
自
の
確
立
を
意
味
し
て

ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
本
名
簿
が
ど
の
や
う
に
編
纂
さ
れ
た
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
本
拠
地
を
京
都
に
置
き
、
江
戸
に
出
張
所
的
な
場

所
を
設
け
、
そ
の
二
箇
所
で
入
門
、
伝
授
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う

か
ら
（
（
（

、
こ
の
名
簿
が
住
居
地
や
、
そ
の
公
武
の
身
分
に
関
係
な
く
、

入
門
の
月
日
の
順
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
京
と
江
戸
と
で
互

ひ
に
情
報
が
交
換
さ
れ
、
例
へ
ば
一
年
ご
と
に
纏
め
て
清
書
す
る
な

ど
の
事
を
し
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
文
化
十
四
年
ま
で
は
京
、
江
戸
の

入
門
門
弟
の
名
を
纏
め
た
も
の
に
拠
り
、
こ
れ
以
降
は
松
岡
家
の
江

戸
で
の
活
躍
を
示
す
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

文
政
元
年
以
降
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て

も
武
家
方
の
入
門
が
多
い
の
に
気
づ
く
。
ま
た
こ
れ
も
全
て
で
は
な

い
が
、
入
門
に
当
た
り
、
そ
の
口
入
、
取
次
の
名
前
が
書
か
れ
て
ゐ

る
。「
表
三
」
に
は
そ
の
取
次
者
の
名
と
取
次
を
し
た
人
数
を
挙
げ

て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
取
次
を
し
た
人
物
は
、
入
門
の
取
次
を
す
る
、

謂
は
ば
保
証
人
と
で
も
言
ふ
べ
き
立
場
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時

の
高
倉
家
と
の
何
ら
か
の
関
係
、
ま
た
は
既
に
衣
紋
の
免
許
皆
伝
な

ど
の
地
位
に
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
こ
こ
で
天
保
五
年
に
取

次
役
を
し
て
ゐ
る
、
田
畑
清
大
夫
は
享
和
二
年
の
入
門
者
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
幕
臣
、
旗
本
で
あ
つ
た
り
、
諸
大
名
の
家
臣
で
あ
つ

た
り
と
言
ふ
種
々
の
身
分
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
倅
や
孫
な
ど
も
世

襲
し
て
入
門
し
て
ゐ
る
こ
と
が
特
筆
出
来
る
。
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表
三　
『
御
門
弟
名
籍
』
巻
三　

記
載　

内
訳
数

年
次

総
数
公
家
武
家
浪
人
其
の
他

取
次
者
（
そ
の
人
数
）

享
和
元

14

3

8

3

市
原
義
兵
衛
1　

大
山
万
蔵
1　

松
岡
平
次
郎
1　

斎
藤
祖
左
衛
門
1　

増
田
吉
左
エ
門
1　

関
助
左
エ
門
2

　
　

二

7

1

5

1

相
田
友
之
進
1　

大
山
万
蔵
1　

菅
沼
刑
部
右
衛
門
1　

伊
藤
源
吉
1　

宮
城
甚
之
助
1　

木
村
力
蔵
2　

素
記
大
口
門
1

　
　

三

8

1

7

　
　

四

2

2

文
化
元

14

4

10

　
　

二

11

1

9

1

　
　

三

19

2

16

1

松
岡
清
助
2　

小
林
儀
右
衛
門
2　

岩
田
幸
蔵
1　

秋
池
勲
右
衛
門
1　

伊
藤
五
郎
兵
衛
1

　
　

四

19

18

1

松
岡
清
助
3　

小
林
儀
右
衛
門
1　

岩
田
守
三
郎
1　

牧
宗
右
エ
門
1　

松
波
丹
後
守
1　

森
田
十
助
1

　
　

五

11

8

3

松
岡
清
助
2　

伊
藤
弥
中
衛
1　

田
村
善
次
郎
1　

関
又
右
エ
門
1　

吉
田
丈
助
1

　
　

六

14

6

8

植
田
弥
十
郎
1　

森
下
弥
一
兵
衛
1　

田
村
善
次
郎
2　

大
羽
弾
司
2　

松
波
丹
後
守
5

　
　

七

22

4

14

1

3
（
楽
人
）

（
神
職
）

松
岡
次
郎
三
郎
5　

佐
川
田
山
三
郎
2　

田
村
善
次
郎
1　

熊
生
弥
五
郎
1　

新
田
和
泉
守
1　

高
山
甚
助
1

　
　

八

29

14

13

2
（
神
職
）

松
井
五
兵
衛
1　

諏
訪
宜
理
1　

片
岡
八
郎
右
エ
門
1　

近
藤

1　

和
田
右
兵
衛
1　

田
代
弼
1　

会
頭
3　

長
田
文
右

衛
門
1

　
　

九

18

4

14

松
岡
清
助
3　

五
十
川
左
中
1　

田
村
善
次
郎
1　

大
羽
所
右
エ
門
1　

大
原
直
太
郎
1　

藤
井
土
佐
掾
2　

会
頭
2　

行

事
官
大
和
守
1　

関
又
右
エ
門
1　

大
原
道
太
郎
1

　
　

十

11

10

1

松
村
与
右
衛
門
2　

小
林
儀
右
エ
門
1　

遠
山
弥
右
衛
門
1　

深
川
増
五
郎
1　

堀
川
弾
正
忠
1　

会
頭
1

　

十
一

41

11

28

2

松
岡
清
助
3　

菅
沼
刑
部
右
エ
門
1　

三
浦
平
太
夫
1　

大
羽
倉
太
1　

河
本
文
太
郎
1　

山
崎
十
蔵
1　

会
頭
1　

松
岡

次
郎
三
郎
3　

森
田
十
助
1　

内
藤
孫
之
進
1　

西
池
主
殿
1　

秋
池
弥
勲
右
衛
門
1　

記
□
東
吾
1　

主
斗
頭
殿
直
3　
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十
二

41

7

30

4

松
岡
清
助
2　

小
林
儀
右
衛
門
1　

田
村
善
次
郎
5　

岩
田
守
三
郎
2　

馬
場
次
郎
左
衛
門
1　

清
水
亘
理
1　

会
頭
5　

松
岡
次
郎
三
郎
5　

森
田
十
助
4　

田
中
小
十
郎
1　

伊
木
七
郎
右
衛
門
1　

中
川
与
一
2　

川
副
七
二
郎
1　

北
小
右
衛

門
1　

町
田
桂
助
1　

廿
鑓
賴
母
1　

勝
与
八
郎
1　

山
本
弁
丞
1　

大
竹
伝
右
衛
門
1

　

十
三

56

8

47

1
（
真
光
院
）

松
岡
清
助
2　

田
村
善
次
郎
1　

田
村
□
助
1　

中
川
与
一
右
衛
門
1　

菅
沼
縫
之
丞
1　

神
戸
平
太
夫
1　

松
岡
次
郎
太

郎
1　

木
村
定
次
郎
2　

渡
辺
覚
右
衛
門
1　

田
村
節
蔵
1　

後
藤
理
左
エ
門
2　

松
井
五
兵
衛
1　

佐
俣
平
兵
衛
1　

五

十
川
左
仲
1　

山
田
阿
波
介
1　

曽
根
□
エ
門
1　

高
江
美
都
喜
1　

近
藤
澤
右
エ
門
1

　

十
四

22

15

6

1
（
大
聖
寺
宮
）

御
直
御
賴
3　

藤
井
土
佐
掾
1　

山
崎
十
蔵
2　

山
田
阿
波
介
1　

明
倉
越
前
1　

野
村
摂
津
守
1　

高
江
美
都
喜
1

文
政
元

18

1
（
内
蔵
●
）

15

2

是
ヨ
リ
江
戸
斗　

松
岡
清
助
1　

小
林
儀
右
衛
門
1　

田
村
節
蔵
1　

佐
俣
平
助
1　

木
村
定
次
郎
1　

右
寺
多
仲
1　

松

岡
次
郎
太
郎
1　

高
江
美
都
喜
1

　
　

二

14

14

　
　

三

9

9

　
　

四

12

12

松
岡
次
郎
太
郎
5　

国
本
斎
之
丞
1　

手
嶋
国
之
助
3　

□
羽
覚
蔵
1　

田
村
善
次
郎
1　

大
竹
伝
右
エ
門
1

　
　

五

30

27

3

松
岡
次
郎
太
郎
5　

平
田
武
左
エ
門
1　

佐
俣
平
斎
3　

森
田
三
助
1　

森
茂
兵
衛
1　

大
山
十
蔵
1　

田
畑
準
太
1　

田

村
善
次
郎
1　

深
川
惣
右
衛
門
1　

後
藤
治
部
之
助
1　

富
永
官
左
エ
門
1

　
　

六

11

11

松
岡
次
郎
太
郎
4

　
　

七

12

9

3

　
　

八

6

5

1

　
　

九

7

7

　
　

十

57

56

1

　

十
一

21

21

　

十
二

18

14

3

1
（
神
職
）
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天
保
元

9

8

1

松
岡
次
郎
太
郎
5　

高
杉
又
兵
衛
2　

田
口
惣
右
エ
門
1

　
　

二

13

13

松
岡
次
郎
太
郎
1

　
　

三

9

8

1

松
岡
次
郎
太
郎
2　

武
谷
新
右
エ
門
1　

梨
羽
近
作
1　

杉
本
大
七
1　

松
井
五
兵
衛
2　

佐
藤
新
三
郎
1

　
　

四

4

4

松
井
五
兵
衛
1　

田
村
節
蔵
1　

本
間
束
1

　
　

五

9

9

田
畑
清
太
夫
2　

□
田
源
吾
1　

西
部
忠
三
衛
門
1　

関
口
量
午
1

　
　

六

9

8

1

松
井
五
兵
衛
1　

田
村
節
蔵
1　

梨
羽
近
作
1　

西
村
助
兵
衛
1　

小
□
辰
右
衛
門
1

　
　

七

5

5

松
岡
次
郎
太
郎
4　

次
郎
太
郎
内
弟
子
1　

宇
宮
太
兵
衛
1

　
　

八

48

48

松
岡
次
郎
太
郎
3　

田
村
節
蔵
2　

木
村
茂
兵
衛
7　

深
川
増
三
郎
2　

湯
浅
速
水
1　

川
原
塚
小
太
郎
1　

田
口
吉
之
助

1　

片
岡
勇
1　

大
谷
小
仲
太
1　

吉
田
直
蔵
1　

本
間
与
一
2　

田
中
四
郎
兵
衛
1　

※
徳
川
家
慶
将
軍
宣
下

　
　

九

7

7

松
岡
次
郎
太
郎
1　

木
村
茂
兵
衛
1

　
　

十

9

9

松
岡
次
郎
太
郎
2　

深
川
増
三
郎
1　

正
木
荘
兵
衛
1　

田
中
午
三
郎
4

　

十
一

11

10

1

松
岡
次
郎
太
郎
1　

佐
藤
新
三
郎
1　

本
間
与
一
1

　

十
二

14

14

松
岡
次
郎
太
郎
1　

本
間
与
一
1　

田
口
惣
右
エ
門
1　

森
田
十
郎
2　

伊
藤
次
三
郎
1　

志
道
所
縁
1

　

十
三

15

15

松
岡
次
郎
太
郎
7　

渡
辺
直
記
1　

松
田
孔
平
1

　

十
四

6

6

田
村
節
蔵
1　

大
谷
小
中
太
1

　

十
五

6

5

1

松
岡
重
三
郎
1　

本
間
与
一
1　

平
澤
大
深
□
1

弘
化
二

37

37

松
岡
次
郎
太
郎
2　

松
岡
重
三
郎
1

　
　

三

26

26

松
岡
重
三
郎
2　

七
嶋
七
兵
衛
1　

深
尾
七
郎
太
郎
1　

塚
本
伊
三
太
1　

田
村
□
三
郎
2　

和
田
覚
左
エ
門
1　

塚
本
彦

太
郎
1　

河
井
小
兵
衛
1

　
　

四

16

16

松
岡
重
三
郎
1　

本
間
壮
太
郎
1　

石
田
□
五
郎
1　

宇
宮
雄
輔
1　

少
島
米
太
郎
1　

田
中
兵
五
郎
1　

松
井
五
兵
衛
1

諏
訪
又
左
エ
門
1　

高
杉
小
左
エ
門
1　

井
出
丞
一
郎
1　

渡
辺
直
記
1
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松
岡
家
に
つ
い
て
は
、
松
岡
清
助
（
辰
方
）
の
入
門
年
は
確
か
で

は
な
い
が
、
そ
の
息
、
次
郎
太
郎
（
行
義
）
は
文
化
四
年
八
月
二
十

一
日
に
入
門
し
て
ゐ
る
。「
有
馬
中
務
大
輔
内　

松
岡
次
郎
太
郎
行

義
」
と
見
え
、
大
久
保
安
芸
守
内
河
野
小
八
勝
安
と
と
も
に
入
門
と

記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
十
四
歳
の
時
で
あ
つ
た
。
こ
の
行
義
は
そ
の
七

年
後
の
文
化
十
一
年
に
取
次
役
を
し
て
三
人
を
入
門
さ
せ
て
ゐ
る
。

そ
の
子
重
三
郎
（
明
義
）
は
天
保
八
年
八
月
晦
日
、
十
二
歳
の
時
に

入
門
し
て
ゐ
る
。「
清
左
衛
門
孫　

御
推
許　

松
岡
重
三
郎
」
と
見

え
る
。
辰
方
の
孫
と
書
か
れ
、
辰
方
と
の
関
係
か
、
推
挙
（
許
）
が

あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
七
年
後
の
天
保
十
五
年
に
は
取
次

役
を
し
て
一
人
を
入
門
さ
せ
て
ゐ
る
。
行
義
、
明
義
と
も
に
か
な
り

の
若
年
で
の
入
門
と
な
つ
て
ゐ
て
、
早
く
か
ら
の
活
躍
が
伺
へ
る
。

松
岡
家
は
別
格
と
も
い
へ
や
う
が
、
他
の
世
襲
の
入
門
者
も
こ
の
や

う
に
若
年
で
の
入
門
で
あ
つ
た
こ
と
が
言
へ
ま
い
か
。

　

ま
た
衣
紋
は
世
襲
し
て
入
門
、
伝
授
さ
れ
た
や
う
で
あ
り
、
門
弟

が
相
互
に
そ
の
取
次
な
ど
に
当
た
つ
た
や
う
で
あ
る
。
菅
沼
刑
部
右

衛
門
の
倅
の
取
次
は
小
林
儀
右
衛
門
が
勤
め
て
ゐ
る
。
表
に
見
え
る

取
次
役
の
世
襲
の
例
と
し
て
は
文
政
五
年
の
二
月
二
十
九
日
の
項
に

田
村
善
次
郎
倅
倉
治
郎
（
松
平
淡
路
守
殿
内
）
が
ゐ
、
同
日
に
、
清
水

亘
理
の
倅
称
太
郎
（
中
條
河
内
守
殿
内
）
も
入
門
し
て
ゐ
る
。
殊
に
清

水
称
太
郎
の
名
の
脇
に
は
先
に
見
た
松
岡
明
義
同
様
「
御
推
許
」
の

字
が
書
か
れ
て
ゐ
る
の
は
推
薦
が
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ら
う
。

佐
俣
平
助
の
倅
平
之
允
（
水
野
健
治
郎
殿
内
）
は
同
年
三
月
の
入
門
で

あ
り
そ
の
取
次
は
後
に
名
の
出
る
富
永
官
左
衛
門
が
し
て
ゐ
る
。
文

化
期
に
取
次
と
し
て
名
の
見
え
る
大
羽
禅
司
の
倅
十
之
助
（
松
平
右

□
頭
殿
内
）
は
文
政
七
年
四
月
入
門
、
同
日
に
秋
池
弥
勲
右
衛
門
の

倅
孫
二
郎
（
松
平
右
京
大
夫
殿
内
）
も
入
門
し
て
ゐ
る
。
ま
た
五
十
川

左
中
の
倅
治
郎
之
助
（
水
野
出
羽
守
内
）
は
天
保
二
年
の
入
門
で
あ
る
。

こ
の
や
う
に
親
子
し
て
の
入
門
が
行
は
れ
そ
の
子
が
又
取
次
を
し
て

門
人
の
維
持
増
加
に
寄
与
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
「
表
三
」
の
武
家
方
の
入
門
数
を
見
る
と
、
四
十
人
を
越
え
る
年

が
こ
の
五
十
年
間
で
三
度
あ
つ
た
。
文
化
十
三
年
、
文
政
十
年
、
天

保
八
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
京
ま
た
は
江
戸
に
於
い
て
何
か
し
ら
衣

紋
の
需
要
が
あ
る
大
儀
が
あ
つ
た
か
と
言
ふ
と
文
化
十
三
年
、
文
政

十
年
に
は
さ
し
た
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
天
保
八
年
に
は
九
月
二
日

に
将
軍
徳
川
家
慶
の
将
軍
宣
下
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
年
は
五
月

頃
か
ら
入
門
が
増
え
、
儀
式
前
の
八
月
が
最
多
で
あ
り
、
其
れ
ま
で

に
四
十
一
人
が
入
門
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
数
は
家
慶
の
将
軍

宣
下
と
深
く
関
は
り
が
あ
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。

五
、

　

入
門
後
あ
る
程
度
年
月
が
経
ち
、
ま
た
そ
の
技
術
を
よ
く
伝
習
し

た
者
は
「
会
頭
」
と
な
つ
た
や
う
で
あ
る
。
こ
の
門
弟
簿
の
名
に
会

頭
の
書
き
付
け
の
有
る
も
の
を
例
と
し
て
幾
つ
か
次
に
あ
げ
て
お
く
。
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こ
れ
に
よ
る
と
京
と
江
戸
に
そ
れ
ぞ
れ
会
頭
が
ゐ
た
こ
と
と
な
る
。

永
福
卿
門
人

京
都
会
頭　
　

御
厨
子
所
頭　
　

高
橋
采
女
正

京
都
会
頭　
　

樋
口
殿
家　
　
　

岡
田
近
道　

改
為
休

江
戸
会
頭　
　

�
西
園
寺
殿
家　

後
大
久
保
加
賀
守
内
北
沢
源
左

衛
門　

改
平
瀬
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

�

元
文
巳
年　

延
享
五
六
五
死　

水
干　

胡　

雛

頭　

闕
腋　

続
平
緒
以
上
御
伝
授
在
之

江
戸
会
頭　
　

�

二
條
殿
家　

後
小
笠
原
右
近
将
監
内　

白
井
甚

左
衛
門　

改
彦
小
五
郎
又
改
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　

�

元
文
巳
十
一
十
一　

明
和
元
六
廿
死　

宝
暦
十

辰
正
月　

老
年
故
御
免
拝
勤

　
　
　
　
　
　

水
干　

胡　
　

雛
頭　

闕
腋　

続
平
緒　

小
忌

江
戸
会
頭　
　

�

松
平
左
兵
衛
督
内　

安
西
一
学　

改
弥
五
左
衛

門

江
戸
会
頭　
　

�

江
戸
浪
人　
　
　

石
谷
織
部　

改
権
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

�

元
文
二
巳
十
一
十
一　

延
享
元
五
九
死　

水
干

　

胡　
　

雛
頭　

闕
腋　

続
平
緒

京
都
会
頭　
　

�

柳
原
殿
家　

吉
川
友
之
進
祐
良　

改
永
野
玄
蕃

又
改
蒔
田
又
改
任
図
書
允
任
対
馬

　
　
　
　
　
　

�

後
雑
掌
ニ
成
会
頭
辞　

宝
暦
十
一
巳
年
五
月
友

□
辞
隠
居
改
道
休

京
都
会
頭　
　

�

非
蔵
人
後
院
上
北
面　

藤
野
井
但
馬
守
任
織
部

正　

水
干　

胡　

雛
頭　

闕
腋　

礼
服

　

こ
の
後
に
藤
野
井
遠
江
が
同
じ
く
京
都
の
会
頭
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
関
係
は
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

江
戸
会
頭
寛
延
三
午
十
ヨ
リ　
　

�

関
助
右
衛
門
改
佐
平　

宝
暦

九
年
十
二
月
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

水
干　

胡　

雛
頭　

闕
腋　

続
平
緒　

以
上
が
永
福
卿
門
人
の
会
頭
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
江
戸
会
頭
が
二

人
、
京
都
会
頭
が
三
人
ゐ
る
の
で
都
合
十
五
人
（
江
戸
七
人
、
京
都
八

人
）
と
な
る
。
次
の
永
房
卿
が
享
保
十
年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
そ
れ
以
前
の
数
で
あ
る
。

六
、

　
「
表
三
」
を
ま
た
別
の
角
度
か
ら
眺
め
て
み
る
。
こ
れ
は
享
和
元

年
か
ら
約
五
十
年
間
の
一
例
を
挙
げ
た
だ
け
で
は
は
る
が
、
こ
こ
に

浪
人
の
入
門
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
浪
人
の
と
こ
ろ
を
具
さ

に
見
る
と
、
あ
る
人
物
は
「
後
□
□
守
御
家
来
」
な
ど
と
の
記
載
の

あ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
浪
人
で
あ
つ
た
者
が
後
に
大
名
家
等
に

仕
へ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
だ
け
の
記
事
で
は
明
確
に
は
言
へ

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
大
名
家
へ
の
出
仕
に
は
衣
紋
の
資
格
が
必
要

と
さ
れ
て
ゐ
た
と
も
言
へ
よ
う
。
そ
れ
を
示
す
傍
証
に
本
書
に
綴
ら
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れ
て
ゐ
る
次
の
様
な
書
翰
が
あ
る
。

京
地
別
紙
之
通
□
被
下
候
ニ
付　

則
写
御
通
達
申
候　

御
組
合

中
様
不
残
様
御
通
達
御
座
候　

□
□
候
も
京
都
回
□
之
処　

私

共
ニ
モ
甚
恐
入
迷
惑
仕
罷
在
候
儀
御
座
候　

以
来
萬
々
一
右
躰

之
儀
有
之
候
而
ハ
□
楽
ニ
身
前
ニ
相
掛
相
済
不
申
候
事
ニ
御
座

候
間　

此
段
新
御
門
入
願
御
取
次
之
節
者
□
□
御
吟
味
御
糺
シ

御
取
次
御
座
候
様
奉
存
候　

右
一
々
得
御
□
□
（
以
下
略
）

　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
永

一
筆
致
啓
上
候　

□
御
賢
□
御
成
御
勤
珍
重
奉
存
候　

然
者
近

来
何
と
無
ク
其
御
地
入
門
之
風
儀
不
正
族
も
有
之
様
ニ
相
聞
え

浪
人
と
申
事
ニ
而
入
門
有
之　

入
門
相
済
候
得
ば
無
間
も
諸
侯

方
え
出
勤
有
之　

或
者
萬
石
以
下
ニ
分
家
有
之
方
其
分
家
之
家

来
之
由
ニ
而
入
門
有
之　

入
門
後
早
速
本
家
江
出
勤
有
之
様
相

聞
甚
以
風
儀
不
正
左
様
之
儀
ハ
有
之
間
鋪
事
ニ
候　

全
ク
師
家

取
ギ
之
人　

門
弟
之
身
分
と
し
て
其
心
底
以
之
外
之
事
に
候
故

も
且
各
様
ニ
も
御
吟
味
之
様
ニ
被
存
急
度
も
糺
之
儀
可
被
申
入

候
得
共　

右
躰
不
正
之
筋
有
之
候
ハ
ヽ
其
始
末
相
糺
夫
々
御
主

人
々
々
に
も
急
度
御
付
届
ニ
可
被
及
候
間
兼
而
其
段
各
様
ニ
も

御
心
得
被
置
此
後
御
吟
味
有
之
候
様
ニ
可
申
入
置
旨
前
宰
相
殿

被
申
付
如
斯
御
座
候　

恐
惶
謹
言　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
津
近
江
介　

判

　
　

四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
津
大
和
守　

判

岩
田
幸
蔵
様

小
林
儀
右
衛
門
ヽ

深
川
勲
右
衛
門
ヽ

森
田
十
助
ヽ

大
山
萬
蔵
ヽ

富
永
官
左
衛
門
ヽ

　

此
の
書
簡
は
京
の
高
倉
家
内
の
粟
津
近
江
守
、
大
和
守
か
ら
江
戸

の
富
永
官
右
衛
門
宛
て
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
富
永
は
配
下
に
あ
た

る
江
戸
の
門
弟
に
宛
て
て
本
状
を
回
覧
し
た
の
で
あ
つ
た
。
年
代
は

不
明
だ
が
こ
こ
に
見
え
る
人
物
は
「
表
三
」
に
取
次
役
と
し
て
名
の

見
え
る
人
で
あ
る
の
で
、
時
代
の
大
凡
は
こ
の
「
表
三
」
と
同
じ
い
。

富
永
官
右
衛
門
は
当
時
江
戸
の
纏
め
役
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

子
十
蔵
も
門
弟
簿
に
見
え
る
。

　

さ
て
書
簡
の
内
容
だ
が
浪
人
が
衣
紋
を
習
得
し
て
、
そ
の
資
格
を

利
用
し
て
大
名
家
へ
出
仕
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
が
ゐ
て
そ
れ
は

「
風
儀
不
正
左
様
之
儀
ハ
有
之
間
鋪
事
」
で
あ
り
、
衣
紋
道
が
そ
の

や
う
な
事
に
利
用
さ
れ
る
の
は
困
惑
で
あ
る
。
以
後
そ
の
や
う
な
こ

と
の
な
い
や
う
に
「
新
御
門
入
願
御
取
次
之
節
」
は
「
御
吟
味
御
糺

シ
」
取
り
締
ま
れ
と
の
文
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
衣
紋

が
武
家
の
年
中
行
事
の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
つ
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て
ゐ
た
表
れ
で
も
あ
る
。

七
、

　

本
来
公
家
の
服
制
で
あ
つ
た
衣
紋
の
制
度
が
武
家
方
を
も
包
括
し
、

一
つ
の
組
織
化
と
な
つ
た
こ
と
が
こ
こ
よ
り
伺
へ
る
。
礼
服
、
雛
頭

　

闕
腋
、
胡
簶
、
続
平
緒
な
ど
の
伝
授
講
習
が
行
は
れ
て
、
多
く
の

入
門
者
が
ゐ
て
そ
の
需
要
が
あ
つ
た
事
が
明
ら
か
に
な
つ
た
こ
と
で

あ
ら
う
。
図
一
は
や
や
時
代
が
下
が
る
が
、
安
政
期
の
そ
の
当
番
表

で
あ
る
。
た
だ
実
際
の
着
用
の
場
が
ど
の
や
う
な
時
で
あ
つ
た
の
か

は
は
つ
き
り
と
し
て
は
ゐ
な
い
も
の
の
、
武
家
の
暮
ら
し
で
も
装
束

を
着
用
す
る
儀
礼
の
場
が
あ
り
、
そ
の
為
に
衣
紋
の
着
用
に
通
じ
た

者
を
抱
へ
る
必
要
が
あ
つ
た
証
で
あ
る
。
本
来
公
家
の
着
用
で
あ
つ

た
、
束
帯
等
の
衣
紋
の
故
実
が
徳
川
時
代
に
は
武
家
に
お
い
て
も
必

要
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
武
家
向
き
の
装
束
着
用
の
衣
紋
故
実

を
書
い
た
『
武
家
装
束
抄
』
は
当
時
の
実
用
の
書
物
で
あ
り
、
武
家

の
必
備
書
と
さ
れ
た
『
武
家
覧
要
』
や
大
野
広
城
の
『
青
標
紙
』
が

装
束
の
記
載
が
あ
る
こ
と
、
殊
に
後
者
は
そ
の
図
が
詳
細
に
亘
る
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
後
世
で
は
あ
る
が
明
治
に
な
り
編
纂
さ

れ
た
、
徳
川
の
昔
を
偲
ぶ
『
徳
川
盛
世
録
』
が
そ
の
装
束
の
着
用
に

つ
い
て
細
か
に
記
す
の
も
、
当
時
の
当
然
を
回
顧
し
て
で
の
記
述
に

重
き
を
置
い
た
が
為
で
あ
ら
う
。
以
上
『
御
門
弟
名
籍
』
の
内
容
の

概
略
と
、
そ
こ
か
ら
伺
へ
る
幾
つ
か
の
事
共
を
記
し
て
み
た
。
今
後

図一
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そ
の
入
門
者
に
つ
い
て
の
検
討
な
ど
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

本
稿
成
る
に
あ
た
り
、
図
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
宮
内
庁
書
陵
部
に

御
礼
申
し
あ
げ
、
ま
た
御
協
力
頂
い
た
、
有
職
文
化
研
究
所
の
仙
石

宗
久
氏
畏
友
の
宮
崎
和
廣
兄
に
深
謝
致
し
ま
す
。

註（1
）　

大
名
並
び
に
旗
本
に
は
「
関
東
御
門
弟
」
と
あ
る
。
ま
た
「
地
下

御
門
弟
」
と
し
て
永
福
卿
の
門
人
に
名
を
連
ね
る
人
の
肩
書
き
に

は
、
公
家
方
に
は
花
山
院
殿
、
妙
法
院
宮
御
内
、
清
閑
寺
殿
、
当

家
（
高
倉
家
）、
伏
見
宮
、
春
日
社
家
、
難
波
殿
、
下
北
面
、
楽
人
、

女
一
宮
、
上
賀
茂
、
今
出
川
殿
、
滋
野
井
殿
、
一
乗
院
宮
、
鷹
司

殿
、
非
蔵
人
、
左
官
掌
、
飛
鳥
井
殿
、
禁
裏
御
内
、
近
衛
殿
、

野
々
宮
殿
、
九
条
殿
な
ど
、
武
家
方
に
は
板
倉
内
膳
内
、
酒
井
左

衛
門
尉
内
、
松
平
陸
奥
守
内
、
松
平
讃
岐
守
内
、
大
澤
兵
部
大
輔

内
、
吉
良
上
野
介
内
、
松
平
大
和
守
内
、
細
川
越
中
守
内
、
有
馬

玄
蕃
頭
内
、
尾
州
、
水
野
壱
岐
守
内
等
公
武
と
も
多
く
の
家
名
が

見
え
る
。

（
2
）　

例
へ
ば
寛
政
八
年
正
月
十
八
日
の
条
に
「
雲
州
國
祖
連
子　

千
家

清
主
俊
信
」
と
見
え
る
。
俊
信
は
出
雲
大
社
の
連
枝
で
、
本
居
国

学
を
出
雲
に
弘
め
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
俊
信
は
こ
の
時

上
京
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
入
門
は
京
都
で
の
こ
と
で
あ
つ

た
。

（
3
）　
『
武
家
装
束
抄
』
は
宝
暦
十
一
年
に
平
有
之
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
。

丁
度
そ
の
時
代
で
、
需
要
が
あ
つ
た
証
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
衣

文
の
事
は
門
に
入
ら
ざ
る
人
に
は
い
さ
ゝ
か
も
語
ら
る
べ
か
ら
ざ

る
と
な
れ
ば
し
る
さ
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
有
之
の
名
は
こ
の
『
門

弟
名
籍
』
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
同
じ
く
平
有
之
の
著
述
と
す
る

『
職
原
抄
述
解
』（
国
会
図
書
館
蔵
）
の
巻
首
に
「
東
都　

平
有
之
」

と
あ
り
（
宮
崎
和
廣
氏
御
教
示
）
江
戸
の
人
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
江
戸
に
て
衣
紋
の
門
と
い
へ
ば
高
倉
流
の
門
人
で
あ
つ
た

可
能
性
が
多
い
。
こ
の
や
う
な
秘
伝
の
宣
伝
は
更
に
入
門
者
を
獲

得
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

（
4
）　

前
記
し
た
通
り
明
暦
期
に
江
戸
に
衣
紋
を
教
習
す
る
場
を
設
け
、

京
江
戸
の
二
箇
所
で
行
な
は
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
帳
が
松
岡
家
の
も

の
で
あ
り
、
文
政
元
年
以
後
は
江
戸
の
み
の
記
載
と
な
る
の
は
江

戸
に
於
け
る
松
岡
家
の
擡
頭
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
高
倉
家

の
本
邸
は
京
の
二
階
町
東
側
に
あ
つ
て
、
そ
こ
で
も
教
習
が
行
な

は
れ
て
ゐ
た
。

（
東
京
都
立
小
岩
高
等
学
校
教
諭
）

石帯

こ
の
形
か
ら
つ
い
た

名
で
あ
る

裾
の
先
を
石
帯
の
紐
の
下

に
通
し
て
折
る

裾

図二　雛頭
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